
発議案第１号 

 

ｍＲＮＡワクチンを含む予防接種事業に関する検証・情報公開及び住民へ

の説明強化を求める意見書について 

 

上記の議案を別紙のとおり、匝瑳市議会会議規則第１４条第１項の規定により

提出します。 

 

令和８年６月２２日提出 

 

匝瑳市議会議長　都祭　広一　　様 

 

提出者　匝瑳市議会議員　近藤　魁人 

賛成者　匝瑳市議会議員　内山　隼人 

 



提案理由 

 

発議案第１号 

 

ｍＲＮＡワクチンを含む予防接種事業に関する検証・情報公開及び住民へ

の説明強化を求める意見書について 

 

本案は、請願第１号　ｍＲＮＡワクチンを含む予防接種事業に関する検証・情

報公開及び住民への説明強化を求める意見書提出についての請願書の採択に伴い、

地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたしたく、別紙のとおり提案い

たすものであります。 

 



ｍＲＮＡワクチンを含む予防接種事業に関する検証・情報公開及び住民への説明

強化を求める意見書 

 

新型コロナワクチン接種後の健康状態に関しては、接種直後を含む一定期間に

おける死亡事例について、市民による情報公開請求に基づく集計データが存在し、

社会的関心が継続している。 

また、予防接種健康被害救済制度においても、一定数の認定事例（死亡事例を

含む）が報告されており、接種後の健康影響について継続的な検証が行われてい

る状況にある。 

さらに、一部の研究報告においては、接種後のスパイクタンパク質の持続性や

免疫反応に関する知見が示されており、長期的影響については引き続き検討が続

けられている。 

これらの状況を踏まえると、住民が接種の利益とリスクの双方について十分に

理解し、自ら判断できる環境を整備することが重要であると考えられる。 

そのため、以下の点について制度の改善を求める。 

【求める事項】 

１．予防接種事業（ｍＲＮＡワクチンを含む）について、有効性、安全性及び不

確実性に関する情報公開と説明の透明性を一層強化すること 

２．副反応及び健康被害の発生状況について、継続的な調査・検証体制を充実さ

せること 

３．予防接種後の健康被害に関する相談及び救済制度の周知・運用を強化するこ

と 

４．住民が接種の可否を判断するための情報提供のあり方について、必要な見直

しを行うこと 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

令和８年６月２２日 



 

千葉県匝瑳市議会議長　都祭　広一　 

 

内閣総理大臣　高市　早苗　　様 

厚生労働大臣　上野　賢一郎　　様


